The Problems that U-15\u27s Football Teams Have by 若杉 秀俊
人間科学研究　Vo1■8，Supp1ement（2005）
修士論文要旨
中学生年代のサッカ　チ　ムが抱える課題
一日本サッカー協会の取り組みについての考察一
The　Prob1ems　thatU－15’s　Footba11Teams　Have
　　－A　Study　ofthe　Approaches　ofJFA一
若杉　秀俊（Hidetoshi　Wakasugi）指導：日比野　弘教授
I．序　論
　これまでの日本サッカーでは、若年選手の育成は、学校
体育、とりわけ課外活動である部活動に大きく依存してき
た。しかしながら近年において、部活動は、生徒・教員の
部活動離れ、サッカーを指導できる人材の不足、受験期に
活動が休止されることの弊害など様々な問題に直面してい
る。そのような問題が指摘されて久しいにもかかわらず、
それらの問題を改善すべく具体的な施策を積極的に投じて
いる例は少ない。また、本研究者は、中学生年代の選手を
対象としたサッカークラブの運営・指導などの3年間の活
動を通して、この年代のサッカー選手をとりまく様々な問
題に直面しその改善の必要性を強く感じている。そこで本
研究では、U－15サッカーチーム・選手を取り巻く環境がよ
り良いものとなり、日本サッカーの若年選手の強化・育成、
また、“サッカーの普及”につながり得るようなU－15サッ
カーチームの在り方を検討することを目的とする。
II．調　査　1
　中学校体育連盟（中体連）および日本クラブユース連盟
（JCY）に加盟するチーム数・選手数などを調査し分析し
た結果、各都道府県によってU－15サッカー選手を取り巻く
環境に様々な差異が存在していることが明らかとなった。
“サッカー部率”や“クラブ比率”は、サッカーをしたい子
どもたちの“受け皿の状況’’を示すものとして捉えること
ができる。その状況から勘案すると、「通う中学校にサッ
カー部がない」または「中体連加盟チームではなくJCY加
盟チームの方に入りたい」という子どもたちにその選択肢
が少ない（または、ない）地域があるということが推察さ
れた。そのようなことから、中学生年代のサッカーをした
い多くの子どもの受け皿となっている中学校部活動の問題
を改善していくことが重要であると考察された。
m．調　査　2
　日本サッカー協会（JFA）の“ミッション4チーム”が
実施している2004年度から始まった「トライァルFA」制度
を調査し、JFAの取り組みならびに、都道府県サッカー協
会（FA）が行っている様々な具体的な施策を把握すること
ができた。文部科学省や中体連が問題意識を持ちながらも、
これまでほとんど各中学校任せにしてきた状況に対して、
JFAが都道府県FAとの協働体制の下で具体的な施策を投
じたことは、中体連加盟チームの今後において非常に意義
が深いといえるだろう。しかしながら、この取り組みで中
体連加盟チームを取り巻く問題を全て改善できるわけでは
ない。大切なのは、このようなJFAの取り組みをきっかけ
として、文部科学省や中体連などの各関係団体が問題意識
を高め同じビジョンを持ち改革を行っていくということで
ある。
w．総合考察
　本調査から、今後のU－15サッカーチーム形態としては2
つ考えられる。ひとつは、近年においてチーム数も増加し
その活動が」段と盛んになってぎているJCY加盟チーム、
さらに未加盟チームも合めた「民間のクラブチーム」であ
る。もうひとつは、現在の部活動を基盤にそこから発展さ
せた「総合型地域スポーツクラブ」である。また、同一地
域にクラブが増えクラブの階層化が進み、各クラブの連携
が強ま’ることによって、選手は自分たちの二一ズに合った
クラブを選択することができるようになると考えられる。
そのように“クラブの階層化と連携”が進むことによって、
選手を“ひとつのチーム（クラブ）だけで育てる’’のでは
なく、“地域が育てる”ということにもつながり若年選手を
取り巻く環境の向上につながると考察される。そのような
ことからも、このような2つの形態のクラブが増えること
は望ましいと考察される。
V．まとめ
　本研究を通して、部活動から「総合型地域スポーツクラ
ブ」への移行がスムーズに行われることにより、U－15サッ
カー選手を取り巻く環境がより良いものとなり、日本サッ
カーの若年選手の強化・育成、また、サッカーの普及にっ
ながっていくと考えられる。そこには、関係する各団体の
大人の都合はもはや必要ない。何よりも大切なのは、サッ
カーの素晴らしさ楽しさに出会い、次の世代へとつないで
いく子どもたちなのである。選手のことを第1に考える
‘‘P1ayers　first！”の精神こそが、若年サッカー選手を取
り巻く環境をより良くするための原動力になるということ
は言うまでもない。
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